
概要

ふしの祭りは、山口県で開催される伝統的な夏祭りです。

3000発の花火やふしの総踊り、ふしの岩戸太鼓、管絃祭などの多彩なイベントが行われま
す。コロナ禍で3年間中止された後、2023年に復活を遂げ、地域の活性化に大きく貢献し
ています。

小郡資料館での写真で説明



歴史

1978年（昭和53年）に第1回目の「ふしの夏まつり」が開催されました。最盛期には10万人もの来場者を誇り、地域を代
表する一大イベントとして発展しました。

青年会議所の記録によると、第4回目の資料が残っており、当初は青年会議所が主催していたと考えられます。その後、
時期は不明ですが、おごおり地域づくり協議会が主体となり開催されています。

ふしの祭りの起源は、約200年前の江戸時代に遡ります。この祭りは、厳島神社で行われる管絃祭を起源とし、

平清盛が平安時代の宮中で行われていた“管絃の遊び”を大胆にアレンジし、宮島に持ち込んだことに由来しています。

しかし、新型コロナウイルスの影響で3年間の中止を余儀なくされました。その後、2023年に吉南青年会議所が再び主
催し、4年ぶりに開催されました。そして、今年で青年会議所主催として3回目、通算で47回目の開催となります。

近年では3万人前後の来場が訪れています。

•花火大会（3000発）ふしの総踊り ふしの岩戸太鼓 管絃祭

•バンド・ダンスなどのステージイベント

・中断と再開

・起源

・近代の発展

・主なイベント
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